
 
 
 
台風第１９号の課題への対応 
 

 
 
■ 目 的 

台風第 19号では、避難情報の周知、避難情報発令のタイミング、避難所の運営、避

難所の不足など、様々な課題が浮かび上がりました。 

そこで、現在進めている検証作業を踏まえ、次の対策を講じることといたしました。 

 

■ 補正予算の概要 

① 防災アプリ作成・情報サーバー等機能拡充    ５２，１５１千円【市費】 

・ 避難情報等を確実に市民に伝達するため、スマートフォンで受信できる防災

アプリを作成する。また、防災行政無線のサーバー機能を拡充し、ツイッター

への自動配信を導入するとともに、放送内容を電話で確認できる自動応答サ

ービス機能の改善を図り、防災情報周知の補完対策を強化する。 

・ 浸水想定区域等の災害情報、避難所情報が確認でき、自主避難の際の避難行

動や誘導に役立てる。 

② 北川辺総合支所防災行政無線の携帯型無線機延長アンテナ設備整備費 

                               ８６千円【市費】 

③ 避難所開設・運営用品整備            １９，３００千円【市費】 

・ 台風第 19 号だけでなく、大規模停電をもたらした第 15 号の教訓も踏まえ、

広域避難所や民間避難所等の避難所施設に係る資機材等を整備する。 

④ 福祉避難スペースの充実を図るための備品購入に要する経費  ８６０千円【市費】 

・ 市内７箇所の中学校、広域避難所２箇所に車イス対応トイレ用テントや簡易

トイレ等を配備し、災害時要援護者対策の充実を図る。 

⑤ 水害時の避難行動マップの改訂等         ４，００４千円【市費】 

・ 水害時における広域避難等を的確に実施するため、避難対策や避難所の見直

し等に伴う水害時の避難行動マップやＷｅｂ版の防災マップを改訂するとと

もに荒川版の水害時ハザードマップを作成する。 

⑥ 避難所看板名称修正整備委託             ２，８５３千円【市費】 

・避難対策や避難所の見直し等に伴う避難所看板の名称を修正する。 

⑦ 避難所案内マップ印刷費                            ２７４千円【市費】 

・ 避難所が満車・満員の場合に避難者を次の避難先に誘導するために作成する。 
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